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第
一
章
　
は
じ
め
に

里
山
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
気
候
や
風
土
が
も
た
ら
す

農
地
や
森
林
、
水
辺
な
ど
の
多
様
な
自
然
と
、
地
域
の
人
々

の
生
活
・
生
業
・
信
仰
、
年
中
行
事
な
ど
が
結
び
つ
き
な
が

ら
、
地
域
固
有
の
文
化
や
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

里
山
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
あ
ま
り
に
も
身
近
で
、

そ
し
て
当
た
り
前
す
ぎ
た
が
た
め
か
、
そ
の
存
在
意
義
そ
の

も
の
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
今
日
、
近
代
化
や

都
市
化
に
よ
り
里
山
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
薪
や
炭
の
需
要
が
激
減
し
た
こ
と
に
よ
る
薪
炭
林
の

放
置
、
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
農
地
の
管
理
放
棄
、

大
規
模
か
つ
画
一
的
な
開
発
の
進
行
に
よ
る
地
域
固
有
の
景

観
の
消
失
、
生
物
多
様
性
の
低
下
、
ご
み
の
投
棄
に
よ
る
環

境
汚
染
な
ど
里
山
を
め
ぐ
る
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。そ
し
て
、

都
市
近
郊
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
移
入
者
が
増
加

す
る
一
方
で
、
集
落
組
織
を
通
し
て
伝
統
的
に
里
山
の
利
用

や
管
理
に
直
接
関
わ
っ
て
き
た
地
域
住
民
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
。

一
方
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
里
山
保
全
を
め

ぐ
る
活
発
な
市
民
活
動
が
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

里
山
の
多
様
な
機
能
と
意
義
が
認
知
さ
れ
、
行
政
や
学
問
の

Name:
Hiroyuki　NAGAE　　Ayumi　OHARA

Title:
A Report on a Community-Based Participatory Research Project for Raising 
Awareness and Networking in Relation to the Natural Capital of the Satoyama

Summary:
Herein, we report on our research activities conducted in Moriyama Village, which is 
situated at the foot of Mt. Hira in Otsu City, Shiga Prefecture. Together with local residents, 
we investigated the wisdom, technology, and life of a satoyama village that coexists with 
nature. Through the practice of this community-based participatory research, we also 
examined the value of natural resources and the issues they face, as well as the ways in 
which social and community cooperation can be used to connect them to the future.

写真 1　研究フィールドの比良山麓を和邇浜より遠望する
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分
野
に
お
い
て
も
里
山
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。

自
然
科
学
お
よ
び
社
会
科
学
双
方
の
観
点
か
ら
様
々
な
里

山
研
究
が
行
わ
れ
次
第
に
そ
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
現
在
は
、
さ
ら
に
里
山
に
お
け
る
生
態
的
な

意
義
と
文
化
的
な
意
義
を
融
合
す
る
た
め
の
学
際
的
な
研
究

が
求
め
ら
れ
て
い
る�

［
註
１
］

。

そ
う
し
た
背
景
の
中
、
本
稿
は
筆
者
（
永
江
、
大
原
）
が

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
里
山
に
お
け

る
自
然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参

加
型
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
深
町
加
津
枝
／
京
都
大
学
。

以
下
、「
里
山
科
研
」と
い
う�

［
註
２
］

）の
研
究
分
担
者
・
研
究
協

力
者
と
し
て
、
滋
賀
県
大
津
市
八
屋
戸
の
守
山
地
区
を
中
心

と
し
た
比
良
山
麓
の
里
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、「
地
域
固
有

の
里
山
の
知
恵
や
技
術
を
今
日
に
活
か
し
、
未
来
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
の
社
会
・
地
域
連
携
を
い
か
に
行
う
か
」
と
い

う
視
点
で
、
地
域
住
民
の
方
々
と
共
に
、
価
値
や
課
題
を
認

識
し
、
共
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
組
ん
だ
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
調
査
・
研
究
に
つ

い
て
報
告
す
る
。（
写
真
1
）

第
二
章
　
調
査
・
研
究
の
目
的

二
－
一　
「
地
域
参
加
型
研
究
」
と
そ
の
成
果

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
得
た
地
域
資
源
・
自
然
資
源
の
価
値

や
情
報
を
地
域
の
人
々
と
共
有
す
る
機
会
は
、
簡
単
に
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
的
に
情
報
公
開
す
る
だ
け
で
は

な
く
情
報
を
分
か
ち
合
い
、
情
報
を
活
用
す
る
に
は
、
地
域

と
相
互
的
な
関
係
を
継
続
し
な
が
ら
共
に
そ
の
機
会
を
作
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
研
究
代
表
者
で
あ
る
深
町
が
同
地
域
に
在

住
し
、
自
身
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
地
域
住
民
と
の
関

係
性
を
育
ん
で
き
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
研
究

開
始
当
初
か
ら
、
深
町
を
通
し
て
地
域
団
体
や
個
人
の
多
く

が
研
究
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
協
力
的
で
主
体
的
に
調
査

に
関
わ
っ
た
。「
地
域
参
加
型
研
究
」
と
し
て
研
究
活
動
を

共
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を
還
元
し
共
有
す
る
地
域
の

人
た
ち
や
団
体
、
活
か
し
て
い
く
場
面
な
ど
を
具
体
的
に
意

識
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
研

究
成
果
は
今
後
地
域
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
く
地

域
に
伝
わ
り
、
よ
り
発
展
的
で
継
続
的
な
関
わ
り
を
生
み
出

す
よ
う
な
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
た
。

本
稿
は
、
永
江
と
大
原
が
、
里
山
科
研
の
一
環
と
し
て
地

域
の
各
種
団
体
と
取
り
組
ん
だ
「
地
域
参
加
型
研
究
」
を
報

告
す
る
。
第
三
章
は
「
活
動
拠
点
と
し
て
の
古
民
家
五
郎
助

（
古
民
家
再
生
、
活
用
）」、
第
四
章
は
「
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー

ト
」、第
五
章
は「
地
域
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
里
山
資

源
カ
ー
ド
」、
第
六
章
は
「
比
良
山
麓
の
石
の
文
化
サ
イ
ク

リ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
で
あ
る
。「
地
域
参
加
型
研
究
」
と
し
て

多
く
の
地
域
団
体
、
個
人
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
章
で
関
わ
り
の
あ
る
団
体
を
紹
介
す
る
。

二
－
二　

調
査
対
象
地

調
査
対
象
地
の
比
良
山
麓
一
帯
（
こ
こ
で
は
旧
志
賀
町
の

範
囲
）
は
、
西
に
蓬
莱
山
や
比
良
山
系
の
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
超
え
の
山
並
み
が
連
な
り
、
東
に
は
琵
琶
湖
（
水
面
標
高

約
八
十
メ
ー
ト
ル
）
が
広
が
っ
て
い
る
。
山
か
ら
の
急
傾
斜

地
を
流
れ
る
諸
河
川
の
扇
状
地
の
上
の
狭
い
範
囲
に
田
畑
や

宅
地
、
京
都
と
北
陸
を
結
ぶ
西
近
江
路
（
県
道
）
が
走
っ
て

い
る
。

そ
う
し
た
地
勢
に
よ
り
、
冬
に
は
急
斜
面
を
駆
け
降
り
る

よ
う
に
吹
く
比
良
お
ろ
し
と
呼
ば
れ
る
強
風
が
風
害
を
引
き

起
こ
し
、
ま
た
、
大
雨
が
降
る
と
土
石
流
が
頻
発
し
河
川
氾

濫
や
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
と
向
き
合
っ
て
き
た
地
域
で
あ

る
。
一
方
で
、
雄
大
な
比
良
山
系
か
ら
得
ら
れ
る
豊
富
な
森

林
資
源
を
建
築
材
や
燃
料
、
食
材
な
ど
と
し
て
利
用
し
、
ま

た
、
土
石
流
な
ど
で
地
表
に
露
出
し
た
石
を
石
材
や
庭
石
と

し
て
利
用
し
浜
か
ら
舟
運
で
琵
琶
湖
湖
岸
や
京
都
な
ど
の
消

費
地
に
向
け
て
運
ぶ
な
ど
、
自
然
資
源
の
恵
み
を
産
業
に
し

て
き
た
。（
写
真
2
・
3
）

調
査
の
中
心
地
と
な
る
大
津
市
八
屋
戸
の
守
山
地
区
は
、

Ｊ
Ｒ
蓬
莱
駅
に
ほ
ど
近
く
八
屋
戸
に
位
置
す
る
約
二
三
〇
戸

の
農
村
集
落
で
あ
る
。
比
良
山
麓
の
東
側
の
木
戸
学
区
に
属

し
、
古
く
は
守
山
村
と
北
船
路
村
と
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

明
治
七
年（
一
八
七
四
）五
月
に
両
村
が
合
併
し
八
屋
戸
村

と
な
っ
た�

［
註
３
］

。
元
々
、
木
戸
と
の
境
界
で
あ
る
野
離
子
川

の
河
口
付
近
に
集
落
が
あ
っ
た
が
度
重
な
る
土
砂
災
害
に
よ

り
、
現
在
の
場
所
に
集
落
を
移
転
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
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第
三
章
　
活
動
拠
点
と
し
て
の
古
民
家
五
郎
助

（
古
民
家
再
生
、
活
用
）

三
－
一　

概
要

里
山
科
研
で
は
、「
地
域
参
加
型
研
究
」
の
拠
点
と
な
る

守
山
地
区
内
の
古
民
家
を
お
借
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
古
民
家
は
築
一
〇
〇
年
以
上
が
た
ち
、
隣
接
す
る
土
地
へ

新
築
が
で
き
る
前
ま
で
は
母
家
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。

茅
葺
屋
根
の
平
屋
で
、
田
の
字
型
の
座
敷
、
た
た
き
土
間
、

土
間
か
ら
続
く
お
台
所
に
は
カ
マ
ド
、
薪
で
沸
か
す
五
右
衛

門
風
呂
が
現
存
し
て
い
る
。
守
山
地
区
の
旧
集
落
で
一
番
山

手
に
位
置
し
、
敷
地
内
に
は
、
江
戸
時
代
頃
に
引
水
さ
れ
た

用
水
路
と
カ
ワ
ト
が
あ
り
、
守
山
の
昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
主
Ｍ
さ
ん
は
、
守
山
地
区
で
生
ま

れ
育
ち
、
長
男
と
し
て
地
域
の
伝
統
的
な
年
中
行
事
や
、
祭

事
、
自
治
活
動
に
関
わ
り
、
農
作
物
を
育
て
て
き
た
。
母
家

を
何
か
に
活
用
で
き
な
い
か
、
と
家
主
Ｍ
さ
ん
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
賛
同
い
た
だ
き
、
里
山
科
研
と
守
山
里
山
の
会
の

共
同
で
再
生
・
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
章
で
は
、
こ
の
古
民
家
を
地
域
の
暮
ら
し
の
伝
承
の

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
家
主
Ｍ
さ
ん
の
屋
号
を
用
い
て

『
古
民
家　

五ご

郎ろ

助す
け

』
と
名
づ
け
、
守
山
里
山
の
会
と
共
同

で
行
っ
た
再
生
・
活
用
へ
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

今
年
度
で
里
山
科
研
は
終
了
す
る
が
、
家
主
Ｍ
さ
ん
の
ご

厚
意
と
、
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て
根
づ
き
始
め
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
『
古
民
家　

五
郎
助
』
を
活
用
し
た
活
動
は
継
続

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。守
山
の
里
山
研
究
や
活
動
、人
々

の
交
流
の
場
と
し
て
活
か
し
て
い
き
た
い
。（
写
真
4
〜
9
）

写真 3　浜まで続くかつての石出しの道（守山地区）

写真 2　山と湖の間の狭いエリアに里山が広がっている（守山地区）

「里山における自然資本の意識化と ネットワークのための地域参加型研究」の報告　﻿ 28



写真 9　タイル貼りの五右衛門風呂（使用不可）

写真 8　手入れをして使えるように再生したおくどさん

写真 7　玄関前に敷き詰められた守山石が雨に濡れて美しい 写真 6　�古民家五郎助は守山集落の一番山手で、集落の中心を通
る石出しの道、山行きの道に沿って位置している

写真 5　古民家五郎助の玄関からたたき土間へ 写真 4　�古民家五郎助の外観。奥の旧母屋を活動拠点として再生
し活用する
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三
－
二　
「
守
山
里
山
の
会
」
に
つ
い
て

「
守
山
里
山
の
会
」
は
、
里
山
で
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
文

化
を
学
ぶ
有
志
の
会
。
守
山
地
区
の
旧
・
新
住
民
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
九
年
調
査
時
会
員
数
三
十
二
名
）。

守
山
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
と
結
び
つ
い
た
場
所
や
、

「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
キ
ノ
コ
や
「
守
山
石
」
と
呼

ば
れ
る
石
材
な
ど
の
自
然
資
源
、
ま
た
地
元
に
あ
る
森
を
利

用
し
て
つ
く
っ
た
石
出
車
・
ト
ン
ボ
車
・
竹
籠
な
ど
地
域
の

暮
ら
し
や
生
業
を
支
え
た
民
具
な
ど
を
活
用
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
手
づ
く
り
小
物
等
の
販
売
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

三
－
三　

古
民
家
の
再
生
・
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

（
一
）
実
測
調
査

古
民
家
は
、当
初
柱
や
床
、屋
根
瓦
の
損
傷
が
は
げ
し
か
っ

た
た
め
、
本
研
究
活
動
の
中
で
修
繕
・
再
生
す
る
こ
と
を
家

主
や
守
山
里
山
の
会
へ
提
案
し
、
実
測
調
査
、
実
測
図
面
の

作
成
、
床
板
三
間
分
の
張
り
替
え
、
補
強
す
る
作
業
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
っ
た
。
民
家
の
実
測
調
査
は
、
成
安

造
形
大
学
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
ス
卒
業
生
四
名
が
実
施
し

た
（
二
〇
一
九
年
七
月
）。
家
主
か
ら
古
民
家
に
つ
い
て
の

聞
き
取
り
調
査
を
し
、
損
傷
部
分
確
認
、
再
生
ポ
イ
ン
ト
の

整
理
な
ど
の
情
報
の
取
り
ま
と
め
、
民
家
図
面
の
作
成
が
行

わ
れ
た
。（
図
1
）

図 1　古民家五郎助の実測図面
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（
二
）
古
民
家
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

古
民
家
の
再
生
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
瓦
屋
根
の
修
繕
、

家
屋
周
り
の
掃
除
な
ど
が
守
山
里
山
の
会
有
志
や
協
力
者
に

よ
り
進
め
ら
れ
た
。
守
山
里
山
の
会
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、床
材
の
張
り
替
え
、床
材
へ
の
柿
渋
塗
り
を
実
施（
二

〇
二
〇
年
二
月
〜
四
月
）。
床
下
工
事
の
際
に
は
、
柱
の
基

礎
に
守
山
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
床
材

の
塗
料
は
昔
は
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
っ
て
い
た
こ
と
が
地
元
大
工

の
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
で
わ
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
土
壁

の
修
復
に
つ
い
て
の
土
採
集
や
、
守
山
里
山
の
会
の
女
性
メ

ン
バ
ー
か
ら
の
カ
マ
ド
で
お
米
を
炊
き
た
い
！　

と
い
う
希

望
に
よ
り
、
カ
マ
ド
周
り
の
掃
除
、
台
所
の
窓
の
改
修
な
ど
、

地
域
団
体
と
企
画
を
共
有
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
る
。

（
写
真
10
〜
13
）

（
三
）
展
示
発
表
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

古
民
家
五
郎
助
を
研
究
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
、
壁
二
面
の
上
部
に
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
を
設
置

し
、
古
民
家
の
雰
囲
気
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
必
要
な
時
だ
け

有
孔
ボ
ー
ド
に
金
具
を
取
り
付
け
て
展
示
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
し

た
り
連
結
し
て
展
示
壁
面
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
た
。
有

孔
ボ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で
作
品
の
二
段
掛
け
な
ど
臨
機

応
変
に
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。
ま
た
、
延
長
コ
ー
ド
で
簡
易
的
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
可

能
と
し
た
。
作
業
に
は
家
主
Ｍ
さ
ん
の
協
力
が
大
き
な
助
け

に
な
っ
た
。

古
民
家
五
郎
助
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
今

後
も
活
用
し
て
い
く
上
で
、
集
会
や
も
の
づ
く
り
な
ど
の
イ

写真 10　�床板を剥がすと守山石の基
礎が並んでいた

写真 13　活動拠点としての環境が整っていく

写真 12　�床板を張り直し柿渋を塗る
ワークショップ

写真 11　柱の基礎の守山石
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ベ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
や
成
果
を
発
表
す
る
展
示
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
の
幅
を
広
げ
た
。

（
四
）
民
具
の
収
集
・
調
査
・
展
示
の
計
画

子
ど
も
の
頃
に
山
か
ら
石
を
運
搬
す
る
「
石
出
し
作
業
」

の
経
験
が
あ
る
大
工
の
石
塚
定
二
郎
さ
ん
は
、
守
山
の
歴
史

や
暮
ら
し
に
詳
し
く
、
地
域
の
歴
史
を
ま
と
め
て
執
筆
し
、

公
民
館
講
座
の
講
師
や
、「
守
山
里
山
の
会
」
の
顧
問
も
務

め
ら
れ
て
い
た
。
里
山
科
研
の
研
究
で
も
、
里
山
の
先
生
と

し
て
た
く
さ
ん
の
行
事
を
指
導
い
た
だ
き
、
信
頼
さ
れ
慕
わ

れ
て
い
た
。

永
江
と
大
原
は
、
二
〇
一
六
年
に
文
化
誌
『
近
江
学
』
第

九
号
の
記
事�

［
註
４
］

の
際
に
も
、
石
塚
さ
ん
か
ら
山
仕
事
や
石

出
し
道
の
こ
と
、
守
山
の
歴
史
や
祭
り
に
つ
い
て
多
く
の
聞

き
取
り
・
取
材
を
行
っ
て
い
る
。
石
塚
さ
ん
の
ご
自
宅
に
あ

る
作
業
場
兼
倉
庫
に
は
、
石
塚
さ
ん
が
復
元
し
た
守
山
石
を

産
出
す
る
時
に
石
を
運
搬
す
る
石
出
し
車
三
台
や
大
工
道

具
、
琵
琶
湖
や
河
川
の
漁
業
の
民
具
な
ど
が
多
数
収
蔵
さ
れ

て
い
た
。

ま
た
、
守
山
地
区
に
は
、
山
仕
事
や
田
仕
事
、
衣
食
住
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
民
具
を
所
蔵
す
る
家
も
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
守
山
地
区
独
自
の
石
出
し
の
道
具
や
里
山
の
暮

ら
し
に
根
付
い
た
民
具
を
収
集
し
、
調
査
し
、
古
民
家
五
郎

助
な
ど
で
展
示
を
行
い
、
文
化
を
継
承
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

守
山
里
山
の
会
が
民
具
収
集
・
民
具
整
理
を
実
施
し
、
里

山
科
研
が
民
具
調
査
・
記
録
を
行
っ
た
。

手
順
と
し
て
は
、
守
山
の
民
具
の
戸
籍
を
つ
く
る
（
撮
影
・

聞
き
取
り
・
記
録
）、
手
入
れ
・
保
管
、
展
示
の
流
れ
で
実

施
す
る
計
画
を
立
て
た
。

民
具
の
収
集
・
調
査
・
保
存
方
法
を
学
ぶ
た
め
、
二
〇
二

〇
年
一
月
に
二
か
所
の
先
進
地
区
を
訪
ね
て
研
修
を
行
っ
た
。

午
前
に
田
上
郷
土
史
料
館
の
収
蔵
庫
を
見
学
。
東
郷
正
文
氏

（
田
上
郷
土
史
料
館
館
長
・
真
光
寺
住
職
）
よ
り
史
料
館
の

衣
生
活
用
具
が
二
〇
一
九
年
二
月
に
国
の
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
須

藤
護
氏（
民
俗
学
者
・
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）か
ら
民
具
の
収

集
・
保
存
・
調
査
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
午
後

か
ら
は
、
琵
琶
湖
博
物
館
に
て
、
渡
部
圭
一
氏
（
当
時
琵
琶

湖
博
物
館
主
任
学
芸
員
・
里
山
科
研
研
究
分
担
者
）
か
ら
、

琵
琶
湖
博
物
館
の
概
要
解
説
後
、
地
下
の
民
具
収
蔵
庫
を
見

学
し
た
。
田
上
地
区
や
琵
琶
湖
博
物
館
に
は
な
い
山
や
石
出

し
の
仕
事
の
道
具
が
守
山
地
区
に
は
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

守
山
地
区
で
し
か
収
集
で
き
な
い
民
具
資
料
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
こ
と
で
、守
山
里
山
の
会
の
み
な
さ
ん
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
こ
と
を
感
じ
た
。（
写
真
14
〜
18
）

石
塚
定
二
郎
さ
ん
の
復
元
し
た
石
出
し
車
や
、
民
具
を
活

用
す
る
た
め
に
、
石
出
し
車
の
使
い
方
や
、
石
出
し
を
し
て

い
た
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
聞
き
取
り
（
勉
強
会
）
を
行
っ

た
。
ま
た
、
各
家
に
あ
る
民
具
を
古
民
家
五
郎
助
に
搬
入
し

た�

［
註
５
］

。（
写
真
19
）

民
具
の
展
示
は
、
古
民
家
五
郎
助
を
会
場
に
「
守
山
む
か

し
の
く
ら
し
展
」
を
実
施
し
た
。
開
催
は
二
〇
二
一
年
十
月

十
四
日
、
守
山
自
治
会
が
主
催
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
同

写真 15　資料整理について学ぶ

写真 14　�田上郷土史料館館長の東郷
正文氏によるレクチャー
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日
に
し
、
多
く
の
人
が
散
策
す
る
際
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
。（
次
節
三
－
四
（
三
）
参
照
）

三
－
四　

�

古
民
家
五
郎
助
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用

実
践

古
民
家
五
郎
助
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
の
場
、
活

動
拠
点
と
し
て
集
会
や
も
の
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用

す
る
以
外
に
、「
展
覧
会
」
な
ど
作
品
や
成
果
の
展
示
発
表

の
場
と
し
て
の
活
用
を
企
画
し
開
催
し
た
。

（
一
）
展
覧
会
「
五
箇
祭
展
」
開
催

主
催
：�

科
研
「
里
山
に
お
け
る
自
然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参
加
型
研
究
」

会
期
：�

二
〇
二
〇
年
五
月
二
日（
土
）〜
三
日（
日
）

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
に
対
象
を
地
域
の
方
、
守

山
里
山
の
会
の
み
に
絞
っ
て
公
開
。

展
示
内
容
：

・
写
真
展
「
守
山
の
風
景
〜
五
箇
祭
」（
永
江
弘
之
）

・
パ
ネ
ル
展
示
「
五
箇
祭
い
ろ
は
か
る
た
」（
山
形
歩
）

・�

映
像
上
映「
五
箇
祭
二
〇
一
〇
年
」五
十
三
分（
山
形
蓮
）

五
箇
祭
と
は
、
西
近
江
路
（
旧
北
国
海
道
）
沿
い
の
北
船

路
、
守
山
、
木
戸
、
荒
川
、
大
物
の
五
つ
の
集
落
を
舞
台
に
五

月
に
行
わ
れ
る
樹
下
神
社
（
滋
賀
県
大
津
市
木
戸
）
の
例
祭
。

写
真
展
は
、
二
〇
一
六
年
に
文
化
誌
『
近
江
学
』
第
九
号

の
記
事�

［
註
４
］

の
た
め
に
五
箇
祭
を
取
材
し
た
際
の
写
真
よ
り

二
十
点
を
Ａ
２
サ
イ
ズ
で
印
刷
し
Ｂ
２
パ
ネ
ル
展
示
し
た
。

「
五
箇
祭
い
ろ
は
か
る
た
」
作
者
の
山
形
歩
さ
ん
は
、
守

山
地
区
出
身
で
成
安
造
形
大
学
卒
業
生
。
本
作
品
は
二
〇
一

写真 16　�田上郷土史料館を視察

写真 19　�石塚定二郎さんが復元した石出し車を囲み使い方や当
時の様子を聞く

写真 18　琵琶湖博物館収蔵庫を視察

写真 17　琵琶湖博物館にて渡部圭一氏のレクチャー
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〇
年
度
の
卒
業
制
作
作
品
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
絵
札
と
読
み
札

（
祭
の
解
説
付
き
）
全
て
の
原
画
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。

映
像
「
五
箇
祭
二
〇
一
〇
年
」
編
集
の
山
形
蓮
さ
ん
は
、

大
物
地
区
出
身
で
滋
賀
県
立
大
学
卒
業
生
。
本
作
品
は
二
○

一
〇
年
の
五
箇
祭
で
、
本
稿
執
筆
の
大
原
を
は
じ
め
協
力
ス

タ
ッ
フ
が
五
つ
の
集
落
に
そ
れ
ぞ
れ
密
着
し
、
同
時
並
行
し

て
進
行
す
る
祭
に
同
行
し
撮
影
し
た
取
材
映
像
を
編
集
し
た

記
録
映
像
作
品
。
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
上
映
し
た
。

（
二
）�

里
山
研
究
展
示vol.1

「
五
箇
祭
展
」・
古
民
家
五
郎

助
の
お
披
露
目

主
催
：�

科
研
「
里
山
に
お
け
る
自
然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参
加
型
研
究
」

会
期
：
二
〇
二
〇
年
八
月
八
日（
土
）〜
十
日（
月
）

展
示
内
容
：

・
写
真
展
「
守
山
の
風
景
〜
五
箇
祭
」（
永
江
弘
之
）

・
パ
ネ
ル
展
示
「
五
箇
祭
い
ろ
は
か
る
た
」（
山
形
歩
）

・
映
像
上
映「
五
箇
祭
二
〇
一
〇
年
」五
十
三
分（
山
形
蓮
）

※�

関
連
企
画
と
し
て
、
大
物
文
化
祭
に
て
「
五
箇
祭
展
」
を

開
催
し
た
。

会
期
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
三
日（
月
）

会
場
：
大
物
公
民
館

展
示
内
容
：

・�

写
真
展
「
守
山
の
風
景
〜
五
箇
祭
」（
永
江
弘
之
）

・�

パ
ネ
ル
展
示
「
五
箇
祭
い
ろ
は
か
る
た
」（
山
形
歩
）

・�

映
像
上
映
「
五
箇
祭
二
〇
一
〇
年
」
五
十
三
分
（
山

形
蓮
）�

（
写
真
20
〜
22
）

写真 20　五箇祭展　写真展示

写真 22　五箇祭展　映像鑑賞 写真 21　五箇祭展　カルタ展示
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写真 26　昔の道具などを展示 写真 25　手づくりの地元の味

写真 24　昼食の準備

写真 23　カマドでごはんを炊いた

（
三
）�
守
山
里
山
の
会
主
催
「
古
民
家
五
郎
助　

守
山
む
か

し
の
く
ら
し
展
」

主
催
：
守
山
里
山
の
会

後
援
：�

科
研
「
里
山
に
お
け
る
自
然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参
加
型
研
究
」

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
「
博
物
館
・
展
示
を
活
用

し
た
最
先
端
研
究
の
可
視
化
・
高
度
化
事
業
」

会
期
：
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
四
日（
土
）

展
示
内
容
：

・�

⺠
具
：
石
出
し
車
、
ハ
シ
ゴ
車
、
石
工
道
具
、
竹
籠
、

柿
渋
紙
の
籠
、
漁
具
、
茶
壺
、
明
治
期
の
教
科
書
な
ど

・�

掘
り
炬
燵
、
お
く
ど
さ
ん
、
薪
風
呂
、
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

用
ち
ゃ
ぶ
台

・
チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
（
ア
ブ
ラ
ボ
ン
？
）
の
資
料

・
近
州
音
頭
「
守
山
版
」
の
資
料

・�

映
像
「
守
山
に
あ
る
山
林
の
地
名
」（
⻑
岡
野
亜
監
督
・

出
演
：
石
塚
定
二
郎
氏
）

（
写
真
23
〜
29
）
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第
四
章
　
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト

四
－
一　

概
要

五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
上
田
洋
平
氏
（
滋
賀
県
立
大

学
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
講
師
、
心
象
図
法
の
提
唱
者
）
考
案

の
「
地
域
住
民
に
子
供
の
頃
か
ら
の
五
感
体
験
、
身
体
感
覚

を
思
い
出
し
て
書
き
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
地
域
の
生
活

文
化
を
概
観
で
き
る
よ
う
に
す
る
調
査
手
法
」
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
度
〜
二
〇
一
二
年
度
に
取
り
組
ん
だ
近
江
学

研
究
「
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
、
及
び
、
仰
木
ふ
る
さ

と
カ
ル
タ
制
作
」
で
は
、
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
地
区
で
「
仰

木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
一
次
資

料
と
し
て
整
理
し
活
用
し
た
。

本
研
究
で
は
「
守
山
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」

と
し
て
実
施
し
た
。
二
〇
一
九
年
八
月
に
守
山
地
区
の
地
蔵

盆
（
地
蔵
巡
り
）
に
合
わ
せ
て
「
守
山
ふ
る
さ
と
五
感
体
験

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
紹
介
お
よ
び
協
力
を
お
願
い
す
る
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
た
。
守
山
公
民
館
の
壁
面
を
お
借
り
し
て
、

主
に
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
時
の
成
果
物
を
例
と
し

て
展
示
し
、
本
研
究
の
概
要
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
な
ど
を

紹
介
し
た
。
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
例
、
ま
と
め
冊

子
「
仰
木
ふ
る
さ
と
物
語
」、「
五
感
体
験
の
コ
メ
ン
ト
カ
ー

ド
」、
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
の
例
な
ど
を
展
示
し
た
。

地
蔵
盆
（
地
蔵
巡
り
）
や
そ
の
後
の
夏
祭
り
な
ど
の
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
住
民
が
集
ま
る
機
会
に
順
次
配
布
し
て

記
入
し
て
い
た
だ
く
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自

粛
や
中
止
な
ど
で
計
画
通
り
に
進
め
ら
れ
ず
限
ら
れ
た
成
果

と
な
っ
た
。（
写
真
30
）

写真 30　�地蔵盆に合わせて設置した五感体験アンケートを紹
介し協力をお願いする展示パネル（守山公民館）

写真 29　�巨石の運搬に使っていた四
つ輪

写真 28　復元した石出し車の展示

写真 27　石工の道具など

「里山における自然資本の意識化と ネットワークのための地域参加型研究」の報告　﻿ 36



四
－
二　

�

守
山
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項

目
と
記
入
例

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
は
、
仰
木
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

ベ
ー
ス
に
、
他
の
研
究
分
担
者
へ
の
情
報
提
供
を
意
図
し
て

「
方
言
や
唄
」や「
当
地
に
お
け
る
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
」「
守
山

地
区
の
一
年
の
暮
ら
し
の
中
の
行
事
」の
項
目
を
追
加
し
た
。

以
下
が
質
問
項
目
と
記
入
例
で
あ
る
。

・
年
齢

・
性
別

・
守
山
地
区
に
何
年
く
ら
い
お
住
ま
い
で
す
か
？

・�

支
障
が
な
け
れ
ば
、ご
住
所
と
お
名
前
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

一
．�

今
も
目
に
浮
か
ぶ
、
当
地
の
な
つ
か
し
い
風
景
、
情
景
、

建
物
や
風
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
く
つ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
の
で
、
思
い
浮
か
ぶ
だ
け
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

例
・�

昔
は
麦
わ
ら
葺
き
の
屋
根
ば
っ
か
り
や
っ
た
。
瓦

屋
根
は
な
か
っ
た
。（
○
○
才
の
頃
）

・�

一
九
○
○
（
昭
和
○
○
）
年
頃
ま
で
、
石
出
し
車

で
大
き
な
石
を
運
ん
で
い
た
。

二
．�

耳
に
残
る
音
、
な
つ
か
し
い
音
、
当
地
で
聞
こ
え
た
印

象
深
い
音
や
声
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
く
つ
で
も
お
教

え
く
だ
さ
い
。ど
ん
な
些
細
な
音
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

例
・�

夜
で
も
水
車
の
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
音
が
聞
こ

え
と
っ
た
。（
昭
和
○
○
年
頃
）

・�

小
学
生
の
頃
、
石
出
し
車
の
ギ
シ
ギ
シ
と
い
う
音

で
、
父
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
の
が
分
か
っ
た
。

三
．�

な
つ
か
し
い
匂
い
、
当
地
な
ら
で
は
、
ま
た
は
そ
の
頃

な
ら
で
は
の
匂
い
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
く
つ
で
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

例
・�

家
の
中
に
入
っ
た
ら
、
ど
の
家
で
も
牛
の
に
お
い

が
し
た
。（
昭
和
○
○
年
頃
ま
で
）

・�

小
学
何
年
生
頃
ま
で
、
朝
は
、
お
く
ど
さ
ん
で
ご

は
ん
を
炊
く
匂
い
が
し
た
。

四
．�

今
で
も
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触
、
な
つ
か
し
い
手
触

り
や
肌
触
り
、
ま
た
、
熱
さ
冷
た
さ
、
暑
さ
や
寒
さ
、

痛
さ
、
重
さ
な
ど
の
体
験
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
く
つ

で
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

例
・�

わ
ら
草
履
の
冷
た
い
履
き
心
地
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
。

・�

夏
は
川
で
魚
つ
か
み
。
魚
の
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
感
触

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

五
．�

思
い
出
の
味
、
忘
れ
ら
れ
な
い
味
や
、
当
地
な
ら
で
は

と
思
わ
れ
る
味
や
食
べ
物
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い

く
つ
で
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

例
・�
よ
そ
の
家
の
干
し
柿
を
こ
そ
っ
と
取
っ
て
食
べ

と
っ
た
。

・�

村
総
出
の
「
道
づ
く
り
」
で
食
べ
た
お
弁
当
、
谷

川
の
水
で
沸
か
し
た
お
茶
は
お
い
し
か
っ
た
。

六
．�

当
地
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
や
、
言
葉
の
独
特
な
使
い

方
、ま
た
、こ
と
わ
ざ
や
唄
、は
や
し
言
葉
、言
い
回
し
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、い
く
つ
で
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

※�

田
植
え
歌
や
、石
出
し
仕
事
の
時
、年
中
行
事
な
ど
で

唄
っ
た
歌
な
ど
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※�

校
歌
な
ど
今
は
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
当
地
の
歌
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
？

七
．�

当
地
に
お
け
る「
キ
ノ
コ
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

①�

当
地
で
生
え
る
（
生
え
て
い
た
）
キ
ノ
コ
で
実
物
を

知
っ
て
い
る
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②�

そ
の
中
で
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

③�

そ
の
中
で
自
分
が
採
っ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

④�

「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
つ
く
こ
と
、
思
い

出
す
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

八
．�

守
山
地
区
の
一
年
の
く
ら
し
の
中
で
、
地
域
や
ご
家
庭

で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。
今
も
続

い
て
い
る
行
事
で
も
、
も
う
行
わ
れ
て
い
な
い
行
事
で

も
、
些
細
な
も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
い
く
つ
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
教
え
て
く
だ

さ
い
。
行
わ
れ
る
時
期
や
特
徴
的
な
「
使
う
道
具
」「
お

供
え
す
る
も
の
」
な
ど
内
容
も
少
し
書
き
添
え
て
い
た

だ
く
と
、
よ
り
参
考
に
な
り
ま
す
。

※�

五
箇
祭
の
こ
と
や
、そ
の
他
の
祭
行
事
の
こ
と
な
ど
、

ま
た
季
節
ご
と
の
節
目
の
行
事
な
ど
。

例
・�

毎
年
○
月
頃
に
○
○
の
御
札
を
も
ら
い
に
行
っ
て

貼
り
替
え
る
。

・
一
月
○
日　

○
○
○
で
ど
ん
ど
焼
き
。

九
．�

そ
の
他
、
当
地
の
暮
ら
し
の
中
で
の
体
験
に
つ
い
て
、

特
に
思
い
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
く

だ
さ
い
。
絵
や
図
で
示
し
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
別
紙
添
付
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・�

思
い
出
す
ヒ
ン
ト
・
キ
ー
ワ
ー
ド
＝
「
衣
」「
食
」「
住
」「
冠

婚
葬
祭
」「
結
・
村
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
遊
び
」「
学
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校
生
活
」「
生
き
物
」「
風
景
」「
田
畑
仕
事
」「
山
仕
事
」「
石

出
し
仕
事
」
な
ど

四
－
三　

守
山
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
を
テ
キ
ス
ト
化
し

た
も
の
を
年
齢
降
順
で
掲
載
す
る
。
質
問
項
目
は
略
記
と
し

た
。
回
答
さ
れ
た
内
容
や
漢
字
等
の
表
記
は
、
明
ら
か
に
誤

記
と
思
わ
れ
る
部
分
は
修
正
し
た
が
基
本
的
に
手
書
き
の
記

入
に
準
じ
た
。

■
九
十
二
歳　

女
性

守
山
地
区
に
お
よ
そ
八
十
六
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。（
六
歳

ま
で
は
京
都
市
在
住
）

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
若
宮
神
社
の
広
場
で
夜
、
映
画
会
が
催
さ
れ
、
筵
の
上

に
座
っ
て
鑑
賞
し
た
（
昭
和
二
十
年
代
）。

・
田
ん
ぼ
の
虫
を
駆
除
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た「
虫
送
り
」

と
い
う
行
事
が
あ
っ
た
。
松た
い
ま
つ明
を
持
っ
て
田
ん
ぼ
の
畦

を
歩
き
な
が
ら
虫
を
駆
除
す
る
の
で
あ
る
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
地
蔵
盆
に
私
の
父
な
ど
が
所
属
す
る
講
の
人
た
ち
が
、

太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
念
佛
か
音
頭
か
を
歌
っ
て
い
た
。

・
小
学
生
（
高
学
年
）
が
、
夜
、
火
の
用
心
回
り
を
し
た
。

拍
子
木
を
首
に
か
け
て
「
火
の
用
心
ご
用
心
」
と
唱
え

な
が
ら
集
落
を
回
っ
た
。

・
川
に
大
き
な
水
車
を
回
し
て
米
を
ふ
む
。
水
車
の
回
る

音
、
杵
の
音
が
し
た
。

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
お
茶
の
葉
を
摘
ん
で
蒸
し
て
も
ん
で
、
む
し
ろ
の
上
に

広
げ
て
乾
か
す
。
私
の
家
で
は
、
十
年
位
前
ま
で
毎
年

や
っ
て
い
た
（
お
茶
の
葉
の
い
い
香
り
）。

・
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
で
は
、
牛
小
屋
の
中
の
汚
れ
た
敷

き
藁
を
外
に
出
し
て
積
ん
で
あ
っ
た
。
雨
が
降
る
と
独

特
の
い
や
な
匂
い
が
し
た
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
川
の
水
で
米
を
洗
い
、
ご
飯
を
炊
く
。
時
に
は
下
手
の

方
の
し
ょ
う
ず
（
わ
き
水
）
の
所
ま
で
持
っ
て
い
っ
て

米
を
と
い
だ
こ
と
も
あ
る
。

・
お
風
呂
に
水
を
張
る
の
が
小
学
校
高
学
年
位
の
子
ど
も

の
仕
事
で
、
川
か
ら
汲
ん
で
き
た
バ
ケ
ツ
の
水
を
高
い

窓
か
ら
お
風
呂
に
入
れ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

五
．
思
い
出
の
味

・
夏
休
み
に
湖
で
泳
ぐ
時
、胡
瓜
や
茄
子
を
持
っ
て
行
き
、

そ
れ
を
投
げ
て
そ
こ
ま
で
泳
ぐ
。
あ
と
は
お
や
つ
代
わ

り
に
食
べ
た
こ
と
を
想
い
出
す
。

・
そ
ら
豆
を
炒
っ
た
り
、
家
で
作
っ
た
か
き
も
ち
を
焼
い

た
り
す
る
時
の
香
ば
し
い
香
り
。
そ
れ
を
食
べ
た
時
の

味
は
忘
れ
な
い
。

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・「
お
し
ま
い
や
す
」
こ
れ
は
夕
暮
時
の
挨
拶
「
仕
事
を

終
わ
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
の
挨
拶
。

・「
ほ
っ
こ
り
し
た
」
は
今
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
言
わ
れ
て
い

る
意
味
と
異
な
り
、
仕
事
で
疲
れ
た
様
子
を
表
す
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

①
実
物
を
知
っ
て
い
る

・
し
め
じ
、
黄
し
め
じ
、
あ
ぶ
ら
ぼ
ん

・
松
茸
（
出
る
場
所
を
知
っ
て
い
る
人
は
松
茸
の
巣
と

い
っ
て
、
人
に
は
明
か
さ
な
い
）

②
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
し
め
じ
、
黄
し
め
じ
、
あ
ぶ
ら
ぼ
ん

③
自
分
が
採
っ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
黄
し
め
じ
、
あ
ぶ
ら
ぼ
ん

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
学
校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
篭
を
持
っ
て
裏
山
へ
行
き
「
あ

ぶ
ら
ぼ
ん
」を
採
り
に
行
っ
た
。傘
の
開
い
た
物
よ
り
開

い
て
い
な
い
方
が
、お
汁
の
具
と
し
て
お
い
し
か
っ
た
。

八
．
守
山
地
区
の
一
年
の
く
ら
し
の
中
の
行
事

・
一
月
十
五
日　

ど
ん
ど
焼
き
。
お
餅
を
焼
い
た
り
、
書

き
初
め
を
燃
や
し
た
り
。

・
三
月
十
日　

金
比
羅
例
祭
。
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
に
参
り
、

お
饅
頭
や
セ
ル
ロ
イ
ド
の
飾
り
の
つ
い
た
飾
り
物
を
も

ら
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

・
五
月
五
日　

五
箇
祭
。
木
戸
、
守
山
、
北
船
路
、
荒
川
、

大
物
の
五
集
落
が
集
ま
っ
て
、
樹
下
神
社
や
下
の
御
旅

所
で
行
わ
れ
る
。

・
六
月　

虫
送
り
。
早
苗
に
つ
く
害
虫
を
追
い
は
ら
う
行

事
（
前
述
）。

・
九
月
一
日　

二
百
十
日
。
氏
神
で
あ
る
若
宮
神
社
で
お

百
燈
を
上
げ
、
盆
踊
り
を
行
う
。

九
．
そ
の
他

・「
守
山
石
」
は
、
庭
園
を
か
ざ
る
石
と
し
て
県
内
だ
け

で
な
く
、
京
都
の
方
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
庭
石
を
山

か
ら
出
し
て
き
て
、
浜
辺
に
お
ろ
し
、
船
で
各
地
へ
売

り
さ
ば
く
、
そ
れ
を
生
業
と
す
る
家
が
数
軒
あ
っ
た
。

浜
に
出
し
た
庭
石
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
石
屋
の
印
が

墨
汁
で
書
か
れ
て
い
た
。

■
七
十
九
歳　

女
性

守
山
地
区
に
お
よ
そ
五
十
五
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
昭
和
四
十
一
年
頃
、
江
若
鉄
道
で
浜
大
津
ま
で
通
勤
し

て
い
た
が
、
帰
り
の
列
車
か
ら
見
え
る
景
色
が
と
て
も
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美
し
か
っ
た
（
田
ん
ぼ
〜
湖
岸
〜
琵
琶
湖
〜
対
岸
の
山

〜
空
と
遮
る
も
の
な
し
で
）。

・
下
水
道
が
で
き
る
ま
で
、
お
風
呂
は
薪
で
沸
か
し
て
た

の
で
、山
に
行
っ
て
木
を
切
っ
て
運
ん
で
た
が
、熊
も
猿

に
も
出
逢
わ
な
か
っ
た
の
で
、山
仕
事
は
楽
し
か
っ
た
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
琵
琶
湖
で
捕
れ
た
魚
を
売
り
に
来
た
人
の
声　
“
ご
り

い
り
ま
へ
ん
か
〜
”

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
稲
を
刈
り
取
っ
た
後
の
田
ん
ぼ
で
、
枯
れ
草
を
燃
や
す

煙
の
匂
い
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
冬
、
脱
水
機
能
が
な
か
っ
た
頃
、
干
し
た
洗
濯
物
が
す

ぐ
そ
の
ま
ま
凍
っ
た
こ
と
。

五
．
思
い
出
の
味

・
お
寺
の
行
事
で
料
理
上
手
な
姉
さ
ん
が
作
ら
れ
た
小
豆

と
小
い
も
の
“
い
と
こ
煮
”。

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・
自
分
よ
り
年
上
の
女
の
人
を
、
お
ば
さ
ん
と
言
わ
ず
に

“
ね
え
さ
ん
”
又
は
名
前
で
呼
び
か
け
る
こ
と
。
や
さ

し
い
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

・
夕
方
、
畑
仕
事
な
ど
が
終
わ
っ
て
家
へ
の
帰
り
道
、
出

逢
っ
た
人
に
“
お
し
ま
い
や
す
”
と
声
を
掛
け
た
。

・
お
あ
が
り
や
す
。
に
い
さ
ん
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

①
実
物
を
知
っ
て
い
る

・
あ
ぶ
ら
ぼ
ん

・
こ
む
そ
う
（
こ
も
そ
う
？
）（
白
く
深
い
あ
み
が
さ
の

よ
う
な
形
）

②
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
、
こ
む
そ
う

③
自
分
が
採
っ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
、
こ
む
そ
う

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
村
は
ず
れ
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
い
っ
ぱ
い
生
え

て
て
、
茶
色
で
表
面
が
ヌ
ル
ッ
と
し
た
感
じ
で
、
み
そ

汁
に
入
れ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
。

九
．
そ
の
他

・
山
へ
た
き
ぎ
用
の
木
を
切
り
に
行
っ
た
り
、
川
の
水
を

使
っ
て
カ
レ
ー
を
作
っ
て
食
べ
た
こ
と
。
ふ
き
や
わ
ら

び
を
採
り
に
行
っ
た
こ
と
。
遠
い
昔
の
楽
し
い
思
い
出

（
昭
和
五
十
五
年
頃
？
）。

■
七
十
七
歳　

男
性

守
山
地
区
に　

七
十
七
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
こ
の
地
区
も
麦
わ
ら
葺
き
の
屋
根
が
多
か
っ
た
の
で
、

中
学
生
の
頃
か
ら
高
い
と
こ
ろ
は
平
気
だ
っ
た
の
で
よ

く
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
家
の
裏
は
川
が
流
れ
て
い
る
の
で
年
中
水
音
を
聞
い
て

育
っ
た
の
で
、
台
風
の
時
な
ど
は
水
を
止
め
る
の
で
少

し
淋
し
く
思
い
ま
し
た
。

・
風
呂
の
ま
き
の
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
も
懐
か
し
い
で
す
。

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
小
学
一
年
頃
は
我
が
家
で
も
お
く
ど
さ
ん
で
ご
飯
を
炊

い
て
い
た
の
で
、
そ
の
匂
い
で
起
き
て
い
ま
し
た
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
冬
は
小
学
校
に
行
く
国
道
も
腰
ま
で
雪
が
有
り
、
消
防

署
（
団
）
の
人
達
に
雪
か
き
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

・
夏
は
学
校
帰
り
に
小
川
で
ハ
ス
と
い
う
魚
を
採
っ
た
り

し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・
相
手
に
対
し
て
貴
方
達
と
言
う
の
を
『
わ
ん
ら
は
』
と

大
じ
い
さ
ん
達
が
使
っ
て
い
ま
し
た
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

①
実
物
を
知
っ
て
い
る

・
し
め
じ
、
松
た
け
、
ま
し
め
じ
、
白
し
め
じ
、
ね
ず
み

し
め
じ

②
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
上
記
全
部

③
自
分
が
採
っ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
上
記
全
部

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
み
そ
汁
を
よ
く
食
べ
ま
し
た
。

八
．
守
山
地
区
の
一
年
の
く
ら
し
の
中
の
行
事

・
あ
た
ん
講
。
正
月
、
五
月
、
九
月
。（
神
様
用
の
御
膳

を
作
り
、
精
進
料
理
を
供
え
て
、
当
番
制
の
順
に
各
家

で
お
ま
つ
り
を
す
る
）
御
膳
は
順
番
に
次
の
家
へ
回
し

て
ゆ
く
。

■
六
十
九
歳　

男
性

守
山
地
区
に
お
よ
そ
三
十
五
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
小
屋
の
横
に
外
ト
イ
レ
と
柿
の
木
（
あ
ま
い
、
小
さ
い

実
）
が
有
り
ま
し
た
が
、
私
の
車
を
入
れ
る
ガ
レ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
祭
で
の
歌
声
と
鉄
棒
引
の
音

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
ゴ
リ
を
煮
る
甘
か
ら
い
匂
い

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
雪
か
き
の
重
さ

・
夏
、
家
を
通
る
風
の
す
ず
し
さ
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五
．
思
い
出
の
味

・
か
し
わ
の
す
き
焼
き

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
妻
が
子
供
の
こ
ろ
よ
く
食
べ
た
と
い
っ
て
い
た

八
．
守
山
地
区
の
一
年
の
く
ら
し
の
中
の
行
事

・
八
月
こ
ろ
に
家
の
畳
を
す
べ
て
上
げ1

w
eek

お
い
て

い
た
。
父
が
亡
く
な
っ
て
や
め
た
。

■
六
十
八
歳　

男
性

守
山
地
区
に
お
よ
そ
八
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
家
の
周
り
、
田
畑
の
周
り
に
敷
き
積
ま
れ
て
い
る
石
積

に
当
地
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
い
う
言
葉
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

■
六
十
七
歳　

男
性

守
山
地
区
に　

六
十
七
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
牛
を
使
っ
て
の
農
作
業
。
春
（
田
植
え
迄
の
作
業
）・

秋
（
稲
運
び
）。

・
結
婚
式
、
披
露
宴
、
全
て
家
で
。
Ｓ
40
年
位
迄
？

・
江
若
鉄
道
。
〜
Ｓ
49
年

・
守
山
公
民
館
は
、
旧
木
戸
小
学
校
八
屋
戸
分
校
（
一
〜

二
年
、
守
山
、
北
、
南
船
路
の
・
・　

Ｓ
35
年
位
？
）

・
農
家
は
牛
、
に
わ
と
り
、
や
ぎ
、
ぶ
た
を
飼
っ
て
い
た
。

〜
Ｓ
33
年
頃

・
秋
、
も
み
の
乾
燥
は
む
し
ろ
の
上
で
日
干
し
を
。

・
手
植
え
の
田
植
え
（
二
〜
三
軒
共
同
で
）

二
．
耳
に
残
る
音

・
秋
、脱
穀
機
ま
わ
す
た
め
発
動
機
の
音
。Ｓ
35
年
位（
ポ

ン
、
ポ
ン
、
ポ
ン
、）

・
手
動
式
（
足
踏
み
式
）
脱
穀
機
の
音
（
ガ
ン
グ
リ
、
ガ

ン
グ
リ
、
ガ
ン
グ
リ
）。
Ｓ
33
年
位

・
江
若
鉄
道
の
警
笛
（
プ
ォ
ー
ン
）
〜
Ｓ
49
年

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
と
な
り
が
お
と
う
ふ
屋
さ
ん
の
為
、
豆
腐
→
油
あ
げ
に

す
る
臭
い
。
Ｓ
35
年
位
？

・
道
に
牛
の
ふ
ん
が
沢
山
。
Ｓ
30
年
代

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
ハ
チ
の
巣
、
か
ま
っ
て
刺
さ
れ
た
と
き
の
痛
さ 

→ 

治

り
か
け
の
カ
ユ
ミ
。

・
地
下
水
の
湧
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
素
足
を
つ
け
て
、
あ

ま
り
の
冷
た
さ
に
痛
く
な
っ
た
。

五
．
思
い
出
の
味

・
小
学
生
の
時
、野
菜
サ
ラ
ダ
に
か
け
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
味

・
小
学
生
の
時
、
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
味

・
共
同
田
植
え
の
昼
飯
（
田
ん
ぼ
で
）。
酢
飯
に
紅
し
ょ

う
が
が
入
っ
た
バ
ラ
寿
司

・
家
で
つ
ん
だ
茶
、家
で
作
っ
た
お
茶（
ば
ん
茶
）、家
で

作
っ
た
う
め
ぼ
し
、紅
し
ょ
う
が
、つ
け
も
の
、ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
、ス
イ
カ（
夏
）、ト
マ
ト
、柿
、い
ち
じ
くetc

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・
二
百
十
日
の
盆
踊
り
の
中
で「
お
ど
ら
ん
か
ぼ
ち
ゃ
は
、

い
ん
で
寝
さ
れ
（
お
ど
ら
な
い
人
は
帰
っ
て
寝
て
下
さ

い
）」
と
音
頭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

①
実
物
を
知
っ
て
い
る

・
マ
ツ
タ
ケ
、
ア
ブ
ラ
ボ
ン
、
シ
メ
ジ
、
シ
イ
タ
ケetc

②
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
マ
ツ
タ
ケ
、
ア
ブ
ラ
ボ
ン
、
シ
メ
ジ
、
シ
イ
タ
ケetc

③
自
分
が
採
っ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
マ
ツ
タ
ケ
、
ア
ブ
ラ
ボ
ン
、
シ
メ
ジ
、
シ
イ
タ
ケetc

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
開
い
て
い
る
物
よ
り
閉
じ
て
い
る
物
の
方
が
汁
物
に
入

れ
た
と
き
の
味
が

八
．
守
山
地
区
の
一
年
の
く
ら
し
の
中
の
行
事

・
一
月　

山
の
神
さ
ん
で
ど
ん
ど
（
氏
子
）

・
一
、
五
、
九
月　

あ
た
ご
講
。
上
、
中
、
下
、
浜
講
に

分
か
れ
て
る
。
中
→
お
光
（
ロ
ー
ソ
ク
）
毎
日
順
番
で

（
四
ツ
辻
）
当
屋
一
〜
三
日
／
毎
月
。
順
番
で
お
酒
で

お
も
て
な
し
＋
α

・
日
待
ち
、
山
戻
り
、
皆
頭
祈
り
。
北
の
上
当
家
、
北
の

下
、
南
の
上
、
南
の
下
。
当
家（
当
番
）家
、
お
茶
、
お

菓
子
で
。
床
の
間
に
ロ
ー
ソ
ク
、
サ
カ
キ
一
対
立
て
て
。

・
年
末
に
「
も
ち
花
」「
鏡
も
ち
」
を
作
っ
て
神
棚
に 

→ 

カ
キ
モ
チ
に
し
て
後
日
素
焼
き
に
し
て
食
す
る
。

九
．
そ
の
他

・
お
寺
で
の
た
く
児
所
へ
。
〜
Ｓ
33
年

・
春
、
秋
、
農
閑
期
、
お
寺
で
共
同
炊
事 

→ 

各
家
、
家

族
分
も
ら
っ
て
帰
る
。
Ｓ
35
年
位
迄

・
祖
母
か
ら
常
々
「
ぼ
ん
よ
、
男
は
手
に
職
（
技
術
・
資

格
）
を
も
た
な
あ
か
ん
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
→ 

自
動
車
業
界
へ 

→ 

整
備
士
や
販
売
士
、
保
険
、
溶
接

etc

資
格
取
得
。

・
父
親
の
休
み
の
と
き
無
免
許
で
、
父
親
の
車
に
…
守
山

内
を
…
。

■
六
十
六
歳　

男
性

守
山
地
区
に　

六
十
六
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
く
ず
や
ぶ
き
の
家

・
天
井
裏
の
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
（
主ぬ
し

だ
か
ら
さ
わ
っ
て
い
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け
な
い 

← 

母
。
時
々
で
て
く
る
→
子
供
の
こ
ろ
）

・
つ
ば
め
（
家
の
？
部
を
き
り
ぬ
い
て
出
入
り
）

・
五
月
に
春
の
道
つ
く
り
（
弁
当
持
ち
で
）
あ
り
。
そ
の

夜
当
家
で
す
き
や
き
＋
お
酒
を
し
た
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
川
の
水
の
音

・
水
車
（
ギ
ー
ギ
ー
ギ
ー
、
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
）。
米
を
精

米
す
る
時
。
ぬ
か
は
、
ぬ
か
づ
け
、
肥
料
。

・
ニ
ワ
ト
リ
（
時
々
ヘ
ビ
に
や
ら
れ
る
）
→ 

卵
や
肉
と

し
て
。
小
学
生
の
時
に
離
れ
る
と
き
に
つ
ら
か
っ
た
。

す
き
や
き
、
か
し
わ
＋
家
の
野
菜
で
炊
く
。

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
牛
の
に
お
い
。
ふ
ん
。

・
雨
の
日
に
せ
き
た
（
せ
っ
た
）
を
は
い
て
い
っ
た
時
、

ふ
ん
も
流
れ
て
き
た
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
雪
が
た
く
さ
ん
ふ
っ
て
、
ふ
み
つ
け
た
。

・
ア
ユ
を
つ
か
ん
だ
時
の
生
ぐ
さ
さ
。

・
父
母
の
も
の
を
と
っ
た
り
し
た
。

五
．
思
い
出
の
味

・
海
の
生
も
の

・
茶
園
も
あ
る
→
茶
つ
み

・
肉
は
に
わ
と
り
、
く
じ
ら
。

・
ア
ユ
、
ゴ
リ
、
さ
ん
し
ょ
う
と
し
ょ
う
ゆ
で
巻
き
寿
司
、

さ
ば
ず
し
。

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・
伊
勢
音
頭
（
祭
の
時
）

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

①
実
物
を
知
っ
て
い
る

・
マ
ツ
タ
ケ
、
ア
ブ
ラ
ボ
ン

②
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

・
マ
ツ
タ
ケ
、
ア
ブ
ラ
ボ
ン

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
マ
ツ
タ
ケ
、ア
ブ
ラ
ボ
ン
を
父
と
と
り
に
行
っ
た
け
ど
、

と
れ
な
か
っ
た
。

八
．
守
山
地
区
の
一
年
の
く
ら
し
の
中
の
行
事

・
し
じ
み
が
足
で
と
れ
た
。
浜
（
島
よ
り
南
側
）
→
入
り

江
が
あ
り
和
舟
が
一
〜
二
そ
う
と
め
て
あ
っ
た
。
松
の

木
が
一
本
た
っ
て
い
た
（
迂
回
す
る
必
要
が
あ
っ
た
）。

・
時
代
劇
の
撮
影
に
使
わ
れ
た
。

■
六
十
四
歳　

男
性

守
山
地
区
に　

六
十
四
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
家
に
は
、
農
耕
用
の
牛
が
い
た
（
Ｓ
35
ぐ
ら
い
ま
で
）。

牛
小
屋
は
今
は
物
置
と
な
っ
て
い
る
。

・
風
呂
の
水
は
、
バ
ケ
ツ
で
池
か
ら
く
ん
で
き
た
。
タ
キ

木
で
風
呂
を
沸
か
し
た
。
子
ど
も
の
仕
事
だ
っ
た
（
Ｓ

33
〜
34
ご
ろ
ま
で
）。

・「
お
く
ど
さ
ん
」

・
田
植
で
田
舟
で
苗
を
運
ん
だ
。

・
江
若
鉄
道
で
中
学
校
二
年
ま
で
通
学
し
た
。
乗
り
遅
れ

た
と
き
は
、
線
路
を
歩
い
て
い
た
（
Ｓ
45
）。

二
．
耳
に
残
る
音

・
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
八
屋
戸
橋
の
上
を
通
る
た
び
に
、
ゴ

ト
ン
ガ
タ
ン
と
大
き
な
音
が
家
の
中
ま
で
ひ
び
い
た
。

（
国
道
一
六
一
号
線
）バ
イ
パ
ス
が
で
き
、少
な
く
な
っ
た
。

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
く
わ
が
た
虫
を
採
り
に
山
に
入
っ
た
と
き
、
樹
液
の
す

え
た
匂
い
が
し
た
。

・
稲
を
稲
木
か
ら
お
ろ
す
時
、
乾
燥
し
た
稲
の
匂
い
が

し
た
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
浜
で
水
泳
を
し
た
時
、
素
足
に
石
が
や
け
て
熱
か
っ
た

こ
と
。
水
の
中
で
も
石
こ
ろ
が
こ
ろ
こ
ろ
と
足
の
裏
に

当
た
っ
て
痛
か
っ
た
こ
と
。（
こ
の
辺
り
は
、
砂
浜
で

な
く
石
こ
ろ
だ
か
ら
）

・
ム
カ
デ
に
さ
さ
れ
痛
か
っ
た
（
ム
カ
デ
多
い
）。

五
．
思
い
出
の
味

・
干
し
柿
、
干
し
芋
（
自
宅
で
作
っ
て
い
た
）

・
イ
タ
ド
リ
の
す
っ
ぱ
さ

・
エ
ダ
マ
メ
と
栗
を
一
緒
に
ゆ
で
て
食
べ
た
。

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・「
〜
し
ゃ
い
や
ぁ
」（
し
な
さ
い
）

・「
伊
香
立
方
面
の
空
が
黒
く
な
っ
た
ら
、雨
が
降
る
」
…

山
の
西
南
方
向
を
見
て
天
気
予
報
。

・
台
風
で
は
、
通
過
後
の
吹
き
返
し
が
こ
わ
い
！

■
五
十
七
歳　

女
性

守
山
地
区
に
お
よ
そ
三
十
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
裏
の
森
の
中
で
子
供
達
が
秘
密
基
地
を
つ
く
っ
て
遊
ん

で
い
た
（
平
成
元
年
頃
）。
今
は
森
の
中
に
入
る
子
供

が
い
な
い
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
夜
中
に
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
る
。

・
夏
は
朝
夕
に
ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
く
の
が
天
国
の
よ
う
。

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
冬
は
近
所
の
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
煙
の
匂
い
が
朝
外
に
出

る
と
す
る
。

・
夕
方
に
各
家
か
ら
漂
っ
て
く
る
煮
物
の
匂
い
。

・
早
朝
の
ま
き
ス
ト
ー
ブ
煙
の
匂
い
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
草
刈
り
の
時
の
草
の
香
り
と
暑
さ
。

・
冬
の
下
り
坂
の
ツ
ル
ツ
ル
。
雪
の
積
も
っ
た
と
こ
ろ
の

キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
い
う
足
の
感
触
。
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五
．
思
い
出
の
味

・
前
日
に
炊
い
た
の
を
お
に
ぎ
り
に
し
た
ん
だ
け
ど
と
出

し
て
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り
が
、と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。

・
回
覧
板
を
持
っ
て
行
く
と
、
つ
い
て
き
た
子
供
に
お
佛

壇
の
お
か
し
を
お
さ
が
り
で
い
た
だ
い
て
い
た
。

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・
女
性
の
既
婚
者
に
対
し
「
ね
ー
さ
ん
」
と
言
う
。

・
他
家
を
訪
れ
る
と
き
、
ご
め
ん
下
さ
い
で
は
な
く

「
こ
ん
に
ち
は
ー
（
╲
╱
＿
↘
）」
と
声
を
か
け
る
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
や
ぶ
こ
ぎ
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、ぜ
ん
ぜ
ん
出
な
い
。

松
の
木
が
も
っ
と
増
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
？

■
四
十
九
歳　

女
性

守
山
地
区
に
お
よ
そ
四
十
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
夏
休
み
に
湖
西
線
の
高
架
下
に
螢
が
た
く
さ
ん
い
て
見

に
行
っ
た
。

・
家
が
こ
ん
な
に
沢
山
建
っ
て
い
な
く
て
、
北
船
路
ま
で

行
く
道
の
り
が
雑
木
林
だ
ら
け
で
恐
か
っ
た
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
冬
の
朝
に
車
の
チ
ェ
ー
ン
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
雪
が

沢
山
降
っ
て
い
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
。

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
赤
潮
の
時
の
く
さ
い
臭
い
。

・
下
水
が
な
か
っ
た
の
で
、
ど
こ
の
家
も
ど
っ
ぽ
ん
便
所

だ
っ
た
の
で
、
汚
水
の
臭
い
は
普
通
に
あ
っ
た
。

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
山
に
行
っ
た
時
に
、
沢
ガ
ニ
を
つ
か
ま
え
た
時
の
水
の

冷
た
さ
や
、
石
を
の
け
る
作
業
や
沢
ガ
ニ
に
は
さ
ま
れ

た
時
の
痛
さ
な
ど
。

五
．
思
い
出
の
味

・
わ
ら
び
や
つ
く
し
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
採
っ

て
帰
り
、
母
に
調
理
し
て
も
ら
い
食
べ
た
こ
と
。

七
．
当
地
に
お
け
る
「
キ
ノ
コ
」

④
「
あ
ぶ
ら
ぼ
ん
」
と
聞
い
て
思
い
出
す
こ
と

・
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
た
記
憶
は

な
い
で
す
。

■
二
十
一
歳　

男
性

守
山
地
区
に　

二
十
一
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。

一
．
目
に
浮
か
ぶ
風
景

・
竹
ヤ
ブ
、
廃
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
廃
屋
を
遊
び
場
に
し
た
。

多
く
は
と
り
壊
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
地
域
に
と
っ
て
は

良
い
兆
候
な
の
だ
ろ
う
。

二
．
耳
に
残
る
音

・
駅
の
旧
チ
ャ
イ
ム

三
．
な
つ
か
し
い
匂
い

・
牛
フ
ン
の
匂
い

四
．
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触

・
小
川
の
冷
た
い
心
地
良
さ

・
神
輿
の
重
さ

五
．
思
い
出
の
味

・
ゴ
リ
の
煮
付
け

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
天
プ
ラ

・
栗

・
ど
こ
か
の
家
の
イ
チ
ジ
ク

・
コ
ア
ユ

六
．
方
言
、
唄
、
言
い
回
し

・
江
州
音
頭

・
祭
礼
の
時
の
歌
が
か
つ
て
あ
っ
た
ら
し
い

第
五
章
　
地
域
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
里
山

資
源
カ
ー
ド

五
－
一　

概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
社
会
情
勢
を
受
け
、
守
山

地
区
で
も
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
地
域
の
主
な
活
動
が
自
粛

さ
れ
た
。
五
月
三
日
に
行
わ
れ
る
五
箇
祭
も
二
〇
一
九
年
度

か
ら
神
輿
渡
御
を
取
り
止
め
る
方
針
が
出
さ
れ
て
新
た
な
榊

祭
り
の
形
態
を
作
り
出
す
過
程
で
あ
っ
た
が
、
儀
式
は
ご
く

簡
略
化
し
た
式
典
の
み
が
役
員
で
行
わ
れ
た
以
外
は
中
止
さ

れ
た
。
二
〇
二
一
年
も
引
き
続
き
、
地
域
の
夏
祭
り
、
地
蔵

盆
、
運
動
会
、
老
人
会
や
お
寺
の
催
事
、
地
域
総
出
の
農
道

整
備
や
山
道
の
確
認
な
ど
の
行
事
な
ど
、
地
域
の
人
々
が
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
が
制
限
さ
れ
て
き
た
中
、
少
し
で
も
皆
が

顔
を
合
わ
せ
、
地
域
を
知
り
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
企
画

と
し
て
「
守
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
de
抽
選
会
」
が
実
施
さ
れ

た
。
実
施
す
る
過
程
で
自
治
会
と
足
並
み
を
揃
え
て
、
里
山

科
研
が
準
備
・
制
作
物
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

五
－
二　
「
守
山
自
治
会
」

守
山
自
治
会
は
、
全
戸
二
二
四
戸
。
そ
の
う
ち
、
一
九
五

〇
年
以
前
か
ら
の
旧
守
山
地
区
の
戸
数
は
五
八
戸
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
昭
和
六
十
年
代
に
地
荒
谷
川
を
修
復
し
周
辺

の
荒
地
が
宅
地
開
発
さ
れ
、
ま
た
、
共
有
山
を
開
拓
し
新
興

住
宅
地
「
風
の
丘
」
が
設
置
さ
れ
た
事
に
よ
り
増
加
し
た
新

住
民
は
一
六
六
戸
と
な
る
。（
二
〇
一
九
年
調
査
時
）
自
治

会
長
・
副
会
長
・
会
計
三
役
。
自
治
会
・
議
会
・
公
民
館
の

運
営
を
行
う
。
自
治
会
を
二
十
九
の
「
隣
組
」
に
分
け
、
そ
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れ
を
Ａ‒

Ｄ
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に

選
ば
れ
た
評
議
員
は
自
治
会
が
行
う
議
会
に
出
席
す
る
。
新

規
住
民
が
副
会
長
を
担
う
な
ど
、
新
旧
合
同
で
の
自
治
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
。

五
－
三　
「
守
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
de
抽
選
会
」

日
時
：
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
四
日（
土
）

主
催
：
守
山
自
治
会

守
山
地
区
の
旧
集
落
に
点
在
す
る
自
然
・
歴
史
・
文
化
的

な
価
値
が
あ
る
場
所
へ
地
域
住
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
旧
住

民
・
新
住
民
が
共
に
地
域
の
魅
力
を
体
験
・
共
感
す
る
場
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
。
コ
ー
ス
は
三
つ
。

受
付
で
あ
る
守
山
公
民
館
で
ス
タ
ン
プ
台
紙
を
も
ら
い
、「
お

散
歩
コ
ー
ス
」（
ポ
イ
ン
ト
三
箇
所
）、「
入
門
コ
ー
ス
」（
ポ

イ
ン
ト
五
箇
所
）「
覇
者
コ
ー
ス
」（
ポ
イ
ン
ト
五
箇
所
）
か

ら
選
ん
で
、
コ
ー
ス
を
巡
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
ポ
イ
ン
ト

に
は
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
待
機
し
、
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
る
。

ク
イ
ズ
に
正
解
し
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
。
コ
ー
ス
を
巡
り
終

え
た
ら
受
付
に
戻
り
、各
コ
ー
ス
の
抽
選
に
参
加
が
で
き
る
。

最
終
地
点
の
守
山
公
民
館
で
は
参
加
賞
と
し
て
景
品
や
「
守

山
・
里
山
資
源
カ
ー
ド
」
が
配
布
さ
れ
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
多
く
の
住
民

が
和
気
あ
い
あ
い
と
参
加
し
た
。
複
数
の
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
人
も
多
く
、
三
つ
の
コ
ー
ス
全
部
（
ポ
イ
ン
ト
三

箇
所
は
二
つ
の
コ
ー
ス
で
重
な
っ
て
い
る
た
め
ポ
イ
ン
ト
十

箇
所
）
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
で
夕
刻
の

守
山
公
民
館
は
ひ
と
し
き
り
沸
き
立
っ
た
。（
写
真
31
〜
35
）

写真 31　守山スタンプラリー受付、スタート！写真 32　地図を片手に子どもも大人も集落内のポイントを巡る

写真 33　�クイズに答えてスタンプを集める。手描きのイラスト
が好評

写真 34　三つのコースを全部回ってコンプリート！
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五
－
四　

�

守
山
を
歩
い
て・感
じ
て・楽
し
む
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
一
）
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
設
定

ま
ず
初
め
に
ポ
イ
ン
ト
の
設
定
が
必
要
だ
っ
た
。
ポ
イ
ン

ト
の
選
択
に
は
文
献
資
料
お
よ
び
実
地
調
査
を
行
な
い
、「
道

標
・
常
夜
灯
コ
ー
ス
」、「
地
蔵
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」「
年
中
行

事
コ
ー
ス
」「
防
災
の
歴
史
コ
ー
ス
」「
水
を
め
ぐ
る
歴
史
コ
ー

ス
」「
新
た
な
拠
点
コ
ー
ス
」
の
六
コ
ー
ス
三
十
五
箇
所
の

ポ
イ
ン
ト
を
提
案
し
た
。
自
治
会
役
員
会
に
て
「
子
ど
も
や

高
齢
者
の
行
動
や
、
二
〜
三
時
間
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
範

囲
、
県
道
五
五
八
号
線
（
旧
国
道
一
六
一
号
線
）
を
ま
た
が

な
い
」
と
い
う
条
件
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
十
箇
所
に
ポ
イ

ン
ト
を
し
ぼ
り
、
最
終
決
定
さ
れ
た
。

（
二
）
ポ
イ
ン
ト
解
説
文
・
ク
イ
ズ
作
成

十
箇
所
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
文
章
は
、
文
献
資
料
や
聞
き

取
り
か
ら
作
成
。
ク
イ
ズ
は
、
守
山
の
自
然
と
人
と
の
関
わ

り
、
人
々
の
暮
ら
し
を
主
題
と
し
た
。
お
地
蔵
様
の
顔
や
姿

を
観
察
し
た
り
、
道
標
の
文
字
を
推
測
し
た
り
、
樹
木
を
み

て
名
前
を
考
え
る
な
ど
、
現
地
で
情
報
を
得
て
、
そ
の
場
で

経
験
を
通
し
て
答
え
を
導
き
出
せ
る
設
問
と
し
た
。
監
修
は

自
治
会
役
員
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

（
三
）
デ
ザ
イ
ン
制
作

里
山
科
研
と
し
て
、
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
。
地

域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
的
価
値
を
伝
え
る
た
め
の
親
し
み

や
す
さ
、
利
用
す
る
年
齢
幅
が
小
学
生
か
ら
高
齢
者
と
広
い

こ
と
に
配
慮
し
た
わ
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
イ
ラ
ス

ト
を
盛
り
込
ん
だ
地
図
や
ス
タ
ン
プ
を
制
作
し
た
。「
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
（
地
図
）」「
ス
タ
ン
プ
」「
守
山
・
里
山

資
源
カ
ー
ド
」
の
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
は
大
原
が
担
当
し
た
。

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
（
地
図
）

ベ
ー
ス
の
地
図
や
デ
ザ
イ
ン
、
構
成
な
ど
、
自
治
会
役
員

会
で
何
度
も
確
認
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。
巡

る
コ
ー
ス
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
の
配
置
や
デ

ザ
イ
ン
や
色
を
工
夫
し
た
。
文
字
情
報
が
子
ど
も
や
お
年
寄

り
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
フ
ォ
ン
ト
や
サ
イ
ズ
選
び
を

行
っ
た
。
地
図
の
ベ
ー
ス
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
灯
籠
や
柿
や

ク
ヌ
ギ
の
巨
木
・
お
店
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
挿
入
し
た
こ
と

で
地
域
の
特
徴
を
視
覚
的
に
伝
え
、
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
た
。（
図
2
）

●
ス
タ
ン
プ
（
十
個
）

ス
タ
ン
プ
の
題
材
は
、
守
山
の
自
然
と
人
と
の
暮
ら
し
と

歴
史
・
文
化
的
景
観
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、「
守
山
石
」「
蓬

莱
山
と
棚
田
の
風
景
」「
琵
琶
湖
（
子
ど
も
水
泳
場
）」「
ど

ん
ど
」「
五
箇
祭
神
輿
」「
六
体
地
蔵
様
」「
石
出
し
車
」「
あ

ぶ
ら
ぼ
ん
」「
カ
ワ
ト
」「
シ
シ
垣
」
を
選
定
し
、
手
描
き
イ

ラ
ス
ト
で
制
作
し
た
。（
図
3
）

●
守
山
・
里
山
資
源
カ
ー
ド

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
者
が
、
こ
の
企
画
を
通
し
て
訪

れ
た
場
所
と
の
出
会
い
を
当
日
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
情
報
を
持
ち
帰
り
、
家
族
に
伝
え
、
記
憶
に
残
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
制
作
し
た
。
地
域
に
残
る
伝
承
や
歴
史
的

記
憶
、
自
然
と
対
峙
し
て
暮
ら
し
育
ん
で
き
た
も
の
、
世
代

を
越
え
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
信
仰
や
行
事
、
そ
れ
ら
の
時

間
が
景
観
と
な
っ
て
す
ぐ
身
近
な
日
常
の
中
に
現
存
し
、
大

切
に
守
ら
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
カ
ー
ド

と
な
っ
た
。
写
真
撮
影
は
永
江
が
担
当
。
単
に
説
明
図
版
で

は
な
く
そ
の
場
所
の
魅
力
や
歴
史
的
背
景
が
伝
わ
る
写
真
に

な
る
よ
う
に
意
識
し
て
撮
影
し
た
。
体
裁
は
、
名
刺
サ
イ
ズ
、

表
面
に
「
メ
イ
ン
画
像
」、
裏
面
に
「
場
所
名
、
解
説
文
、

画
像
一
〜
二
枚
、
画
像
撮
影
日
、
画
像
撮
影
者
」
を
記
し
た
。

（
図
4
）

写真 35　賞品や守山・里山資源カードをもらえる
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守山・里山資源カード（一部）

守山の自然資源をテーマにしたスタンプ

スタンプラリー台紙（ポイント解説、イラスト地図、地域の歴史・自然クイズが掲載している）

図 4　守山・里山資源カード（一部）

守山・里山資源カード（一部）

守山の自然資源をテーマにしたスタンプ

スタンプラリー台紙（ポイント解説、イラスト地図、地域の歴史・自然クイズが掲載している）

図 3　守山の自然資源をテーマにしたスタンプ

守山・里山資源カード（一部）

守山の自然資源をテーマにしたスタンプ

スタンプラリー台紙（ポイント解説、イラスト地図、地域の歴史・自然クイズが掲載している）図 2　スタンプラリー台紙（ポイント解説、イラスト地図、地域の歴史・自然クイズを掲載）
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第
六
章
　
比
良
山
麓
の
石
の
文
化
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ

六
－
一　

概
要

本
章
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
比
良
の
里
人
」
と
里
山
科
研
が

取
り
組
む「
比
良
山
麓
の
石
の
文
化
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
」

の
制
作
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
活
動
は
現
在
進
行
中
で
、
途

中
経
過
の
報
告
と
な
る
。

六
－
二　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
比
良
の
里
人
」
に
つ
い
て

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
比
良
の
里
人
（
以
下
、「
比
良
の
里
人
」
と

い
う
）」
は
二
〇
〇
五
年
に
設
立
さ
れ
、
三
十
〜
七
十
代
の

地
元
農
家
、
造
園
業
者
、
民
宿
経
営
者
、
移
住
し
た
研
究
者

や
会
社
員
な
ど
十
数
名
の
会
員
（
女
性
は
三
割
ほ
ど
）
で
構

成
さ
れ
る
。
比
良
山
麓
の
豊
か
な
里
山
の
自
然
と
景
観
を
活

か
し
た
新
た
な
資
源
利
用
、
管
理
、
普
及
啓
発
な
ど
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
。「
比
良
の
里
山
の
魅
力
探
訪
」

と
し
て
地
域
の
自
然
・
歴
史
文
化
の
あ
る
場
所
を
歩
く
企
画
、

伝
統
的
な
集
落
で
使
用
さ
れ
る
用
水
路
を
修
復
す
る
「
石
積

み
の
川
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
旧
志
賀
町
の
伝
統
と
地
域

の
魅
力
を
次
世
代
へ
伝
え
る
た
め
の
活
動
「
近
江
舞
子
の
内

湖
活
性
化
と
環
境
学
習
」
な
ど
、
会
員
が
自
ら
地
域
で
の
体

験
を
通
し
て
、
里
山
の
持
つ
潜
在
的
価
値
を
知
り
、「
比
良

の
持
つ
有
形
無
形
の
様
々
な
地
域
資
源
を
活
か
す
」
た
め
の

活
動
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
公
共
事
業
の
あ
り
方
や
、
文
化

的
景
観
の
保
全
・
活
用
な
ど
に
関
し
て
、
会
員
の
専
門
知
識

や
技
術
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
行
政
や
国
内

外
の
市
民
組
織
な
ど
と
の
交
流
も
み
ら
れ
る�

［
註
６
］

。
団
体
名

に
は
「
比
良
の
景
観
を
愛
し
、
そ
の
麓
に
暮
ら
す
“
里
人
”

と
し
て
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
」
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。（
二
〇
二
〇
年
度
調
査
時　

会
員
数
十
二
名
）

六
－
三　

比
良
山
麓
の
石
の
文
化

比
良
山
系
の
東
麓
で
は
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
山

頂
か
ら
急
斜
面
が
連
続
し
、
大
小
様
々
な
河
川
が
琵
琶
湖
に

流
れ
込
ん
で
い
る
。
山
麓
に
暮
ら
す
人
々
は
、
自
然
災
害
に

対
処
す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
き
た
。
集
落
周
辺

の
山
や
河
川
か
ら
産
出
さ
れ
る
花
崗
岩
や
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の

石
材
は
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
堤
や
水
路
、
波
除
石
の
ほ
か
、

シ
シ
垣
、
棚
田
の
石
積
み
に
利
用
さ
れ
て
い
る�

［
註
７
］

。
ま
た
、

江
戸
時
代
か
ら
採
石
や
加
工
が
行
わ
れ
、
集
落
内
に
は
住
宅

の
基
礎
石
、
道
標
、
石
灯
籠
な
ど
の
様
々
な
物
に
使
わ
れ
、

現
在
も
地
域
を
歩
く
と
現
存
す
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
の
脅

威
や
恵
み
と
の
対
峙
を
し
た
「
目
に
見
え
る
記
録
」
と
し
て
、

比
良
山
麓
に
現
存
す
る
石
の
文
化
的
景
観
と
そ
の
暮
ら
し
を

記
録
し
、
歴
史
や
そ
の
技
術
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
活
動

が
始
ま
っ
て
い
る
。

六
－
四　

比
良
山
麓
の
石
の
文
化
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ

比
良
山
麓
か
ら
産
出
さ
れ
る
比
良
石
を
使
用
し
た
様
々
な

造
形
物
が
あ
る
町
並
み
や
風
景
、
地
域
に
伝
わ
る
技
術
、
自

然
と
向
き
合
い
共
生
し
て
き
た
暮
ら
し
な
ど
に
出
会
う
サ
イ

ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。地
元
に
自
然
・
歴
史
・
文
化

的
価
値
の
あ
る
造
形
物
や
風
景
が
あ
る
こ
と
を
普
及
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
元
の
小
学
校
や
中
学
校
を
は
じ
め
地
域

の
活
動
で
の
使
用
を
想
定
。
ま
た
、
湖
西
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
の
受
け
入
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞

わ
れ
る
前
に
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
っ

た
旅
行
者
も
視
野
に
入
れ
て
琵
琶
湖
を
見
渡
す
丘
陵
地
な
ど

湖
西
を
巡
る
コ
ー
ス
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

・�

マ
ッ
プ
の
範
囲
：
比
良
山
麓
の
湖
岸
ま
で
の
地
域
。
Ｊ
Ｒ

湖
西
線
北
小
松
駅
〜
和
邇
駅

・�「
山
の
辺
コ
ー
ス
」
と
「
湖
辺
コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
の

ポ
イ
ン
ト
選
定

六
－
五　

制
作
の
経
緯

・�

二
〇
一
九
年
度
：
比
良
の
里
人
に
よ
り
「
比
良
の
地
域
の

織
り
成
す
石
の
文
化
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
選
出
さ
れ
、
比
良

山
麓
を
通
る
「
山
の
辺
コ
ー
ス
」
と
、
内
湖
付
近
や
湖
岸

を
通
る
「
湖
辺
コ
ー
ス
」
の
コ
ー
ス
作
り
が
行
わ
れ
た
。

・�

二
〇
二
〇
年
、
二
〇
二
一
年
度
：
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
コ
ー

ス
確
認
、
現
地
取
材
、
石
の
文
化
研
究
者
に
よ
る
レ
ク

チ
ャ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。ま
た
、比
良
の
里
人
の
メ
ン
バ
ー

で
石
工
職
人
で
あ
る
Ｈ
さ
ん
に
、
南
小
松
の
石
材
産
業
の

歴
史
や
石
材
の
採
掘
、
加
工
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
・
延
期
さ
れ
る
中
、
現
在
継
続

中
で
取
材
や
制
作
を
進
め
て
い
る
。
比
良
の
里
人
の
メ
ン

バ
ー
の
中
に
は
、
守
山
地
区
在
住
で
守
山
里
山
の
会
に
参
画

し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
マ
ッ
プ
制
作
が
思
う
よ
う
に
進
め

ら
れ
な
い
中
で
も
様
々
な
活
動
で
顔
を
合
わ
せ
お
互
い
の
状

況
を
伝
え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
が
良
好
な
関
係
性
を
保
つ
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
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結
び大

原
は
二
〇
一
八
年
度
か
ら
、
永
江
は
二
〇
一
九
年
度
か

ら
里
山
科
研
に
関
わ
り
研
究
活
動
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
で

報
告
し
た
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
共
通
す
る
の
は
、
地
域
住

民
の
方
々
と
共
に
地
域
に
顕
在
・
内
在
す
る
価
値
や
課
題
を

認
識
し
、
研
究
成
果
を
共
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
多
く
は
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
た
企
画
に
沿
っ
て
研
究
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
研
究
期
間
が
終
了
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
地
域
住

民
に
よ
っ
て
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
外
出
・
移
動
が

自
粛
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
人
と
会
っ
て
話
を
す
る
と

い
う
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
す
ら
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
社
会
情
勢
が
二
〇
二
〇
年
一
月
以
降
二
年
以
上
続
い
て
い

る
。
本
研
究
も
地
域
の
実
情
な
ど
に
合
わ
せ
て
活
動
内
容
を

変
更
せ
ざ
る
を
得
ず
、
研
究
期
間
も
一
年
延
長
さ
れ
た
。
そ

う
し
た
中
で
も
、
日
々
の
暮
ら
し
や
生
業
は
状
況
に
合
わ
せ

て
営
ま
れ
、
人
々
の
つ
な
が
り
も
ま
た
継
続
さ
れ
て
き
た
。

も
し
か
す
る
と
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
後
、
今
こ
の
数
年
が

地
域
や
人
の
営
み
が
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
転
換
点

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
里
山

に
お
け
る
価
値
感
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
よ
く
、

よ
り
発
展
的
に
つ
な
げ
て
い
く
一
助
と
し
て
本
研
究
の
成
果

を
地
域
に
還
元
し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
多
く
の
方
々
や

協
力
団
体
の
み
な
さ
ま
に
多
大
な
お
力
添
え
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

写真 37　�比良の里人の総会で提案した石の文化のスライドより
「南小松」

写真 36　�比良の里人の総会で提案した石の文化のスライドより
「北小松」

写真 39　�比良の里人の総会で提案した石の文化のスライドより
「北比良」

写真 38　�比良の里人の総会で提案した石の文化のスライドより
「大物」
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本
調
査
報
告
書
は
、JSPS

科
研
費JP18H

0227

（
科
学

研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
里
山
に
お
け
る
自

然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参
加
型

研
究
」）
の
助
成
を
得
て
執
筆
し
ま
し
た
。

註
1
．	

本
研
究
の
先
行
研
究
・
研
究
へ
の
経
緯
と
し
て
、
里
山
の
定
義
・

位
置
付
け
と
し
て
、
深
町
加
津
枝
「
里
山
研
究
の
目
指
す
も
の　

里
山
と
は
︱
そ
の
構
造
と
地
域
性
︱
」『
森
林
科
学
』
四
十
二

巻　

四
－
九
頁　

二
〇
〇
四
年　

よ
り
引
用
。

2
．	

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
里
山
に
お
け
る

自
然
資
本
の
意
識
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
地
域
参
加
型

研
究
」：
研
究
代
表
者
：
深
町
加
津
枝
／
京
都
大
学
：
里
山
に

お
け
る
「
自
然
資
本
の
意
識
化
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
」

に
む
け
た
「
地
域
参
加
型
研
究
」
を
行
い
、
地
域
社
会
に
あ
る

里
山
の
自
然
資
本
を
自
立
的
に
再
生
、
活
用
す
る
た
め
の
具
体

的
な
空
間
計
画
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。（
二
〇
一
八
〜
二
〇
二
一
年
度　

社
会
情

勢
を
受
け
一
年
繰
越
）

	

永
江
：
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度　

研
究
分
担
者

	

大
原
：
二
〇
一
八
年
度　

研
究
協
力
者
、
二
〇
一
九
年
度　

研

究
分
担
者
、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
一
年
度　

京
都
大
学
大
学
院

技
術
補
佐
と
し
て
従
事

3
．	

守
山
地
区
の
変
遷
：
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
－
守
山
村

と
北
船
路
村
が
合
併
し
八
屋
戸
村
発
足
。
そ
の
後
、
明
治
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
一
日
－
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
南

船
路
村
・
八
屋
戸
村
・
木
戸
村
・
荒
川
村
・
大
物
村
・
南
比
良

村
の
区
域
を
も
っ
て
木
戸
村
発
足
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

十
月
一
日
－
和
邇
村
・
木
戸
村
・
小
松
村
が
合
併
し
て
志
賀
町

発
足
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
志
賀
町
が
大
津
市
へ
編
入
。

4
．	

対
談 

石
塚
定
二
郎
×
大
岩
剛
一
（
近
江
学
研
究
所
客
員
研
究

員
）「
石
出
し
車
が
行
く
み
ち
︱
神
々
と
暮
ら
し
が
交
差
す
る

風
景
︱
」
文
化
誌
『
近
江
学
』
第
九
号　

二
十
八
－
四
十
一
頁　

二
〇
一
七
年

5
．	

二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
石
塚
定
二
郎
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
大
き
な
道
標
を
失
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
入
退
院

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
退
院
さ
れ
て
は
私
た
ち
に
話
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
定
二
郎
さ
ん
が
残
し
た
貴
重
な
民
具
・
道
具
、
書

物
、
書
き
記
し
た
文
章
な
ど
に
つ
い
て
ご
家
族
と
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
調
査
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

大
変
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

6
．	

深
町
加
津
枝
・
奥 

敬
一
「
大
津
市
比
良
山
麓
の
自
然
資
源
利

用
と
里
山
の
暮
ら
し
の
価
値
に
関
す
る
考
察
」『
景
観
生
態
学
』

二
十
一
巻　

第
一
号　

三
十
三
－
四
十
一
頁　

二
〇
一
六
年　

よ

り
引
用

7
．	

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所Eco-D

RR

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
比
良

山
麓
石
工
鳥
瞰
図
』
二
〇
一
九
年　

よ
り
引
用

参
考
文
献

・
石
塚
定
二
郎
『
守
山
村
の
歴
史
』
改
訂
版　

十
一
頁　

二
〇
一
九
年

・
木
戸
小
学
校
百
周
年
記
念
委
員
会
『
木
戸
の
里　

歴
史
め
ぐ
り
』
一
〇

六
頁　

一
九
七
四
年

・
落
合
知
帆
「
水
害
対
策
に
対
す
る
石
の
構
造
物
と
伝
統
知
︱
滋
賀
県
比

良
山
系
を
事
例
と
し
て
︱
」『
日
本
都
市
計
画
学
会
都
市
計
画
報
告
集
』　

第
十
八
号　

三
九
八
－
四
〇
一
頁　

二
〇
二
〇
年

・
志
賀
町
史
編
集
委
員
会
編
『
志
賀
町
史
』
全
五
巻　

一
九
九
六
年
一
月

－
二
〇
〇
五
年
二
月

「里山における自然資本の意識化と ネットワークのための地域参加型研究」の報告　﻿ 48




